


◆ ハナビラタケ栽培工程（空調袋栽培）◆

種菌の種類によって、発生量、栽培期間等は異なります。

培 養 袋カット

温度22℃、湿度70％程度の条件下で
50日程度培養します。

1 日 1 日50日間程度 袋カットより25日程度

温度18℃、湿度95％前後の条件下で
きのこの生育を促します。

接種から収穫までの期間は80日程度
で、1菌床当たりの発生量は400g程
度です。

袋内で十分に菌糸塊が発達した菌床
の、袋の上部を切り取ります。

発 生 収穫・出荷

カラマツオガ粉にフスマ等の栄養体
を混合し、含水率を68％前後に調整
します。

培地作製 袋詰め 殺 菌 放冷・接種

培地内の温度が118℃以上で90分程度維
持し、培地内の害菌を殺菌します。

クリーンな条件下で1晩放冷した後
ハナビラタケ種菌を接種します。

1 日 1 日

ポリプロピレン製の栽培袋に、1菌
床当たり2㎏前後になるよう培地を
詰めます。


